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Eight Years of “Monkey Camp”:
Development of a “Japanese Macaques Field Observation Program”
for Secondary School Students through
the Collaboration of Researchers and Teachers
























岡森昭 et al. 1996；加藤巡一 2009；長沼祥太郎
2015）。国際教育到達度評価学会（IEA）が定期的
に実施している算数・数学及び理科の到達度に関す
る国際的な調査 TIMSS（Trends in International
Mathematics and Science Study）において、日本
の子どもの理科の到達度は一環して国際的に高い水
準にあるものの、理科が嫌い、興味がないという子
どもの割合は国際的にも高い（Martin et al. 2007；























































































































































2010 10月29日 10/30-31 11月20日 17
動物行動学入門 2 ～ニホンザルのコミュニケーション
「行動」の観察を通じてサルの「心」や「社会」を推測する

































































































た。参加生徒は、中学 2 年生 2 名、高校 1 年生 7 名、






























1 ． 1 日目と同じ個体を、正味 2 時間追跡し、同
じ項目を記録する。
2 ． 1 日目と 2 日目の観察結果を比較し、感想交
流を行なう。






























参加人数は、中学 3 年生 8 名、高校 1 年生 7 名、高

















































う形式で実施した。参加人数は中学 3 年生 8 名、高
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